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株式取得の概要

受電変電設備工事のスペシャリスト集団として高い技術力を有するマルコ電機技術株式会社（本社：兵庫県た

つの市。以下、「マルコ電機技術」という。）の発行済株式の全株式を取得し、完全子会社化。

譲渡実行予定日
2026年７月31日

株式100％譲渡

New!!New!!

マルコ電機技術がポエックグループに加入

技術を軸に、自然と経済の好循環を未来へつなぐ－グループ・パーパス－
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マルコ電機技術の概要①

兵庫県たつの市に本社を置き、近畿・中国エリアにおいて30年以上に亘り事業を展開。卓越した技術力・現場
品質を重視し、受変電設備の安定稼働を支える。

名 称 マルコ電機技術株式会社

所 在 地 兵庫県たつの市神岡町大住寺625-1

代表者の役職氏名 代表取締役社長 小林 邦由

事 業 内 容
受変電設備に関する現地調整試験・改造業務
受変電設備に関するリレー試験・部品交換等の
メンテナンス業務

資 本 金 10,000千円

発行済株式総数 200株

設 立 年 月 日 1995年８月21日

従 業 員 ７名
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マルコ電機技術の概要②

受変電設備工事領域の中でも高単価な調整試験・改造業務に特化しており、高収益基盤を確立。
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受変電設備工事領域の中でも高い専門性が求められる調整試験・改造に特化しており、競合優位性を有しており、高収益が見
込まれる。また、第１種電気工事士の資格保有率が高く、人材レベルが高い。

売上高・営業利益の推移 受変電設備工事の作業マッピング

最難関・高単価

●改造作業＋調整試験

●調整試験

中～高難度・高単価

技術難易度（高）

単価（高）

●特高ケーブル端末
●特高ケーブル配線

中難度・高単価

●据付工事

中難度・低単価

●低圧・弱電配線

低難度・低単価

（単位：千円）
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マルコ電機技術の事業領域の市場動向

データセンターや半導体工場の新増設等を背景に、国内の電力需要は今後10年間で増加が見込まれており、
マルコ電機技術の事業領域である電力関連市場においても、需要拡大の追い風となることが期待される。

出所：資源エネルギー庁「今後の電力需要の見通しについて」

今後10年の電力需要の想定（電力量）
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データセンター・半導体工場の新増設による影響（全国合計）

2025年時点想定

2024年時点想定



マルコ電機技術の主な業務フロー

マルコ電機技術は、受変電設備工事の各工程に対応する高い技術力と現場施工力を有し、電力インフラ整備
を支えている。

マルコ電機技術の受変電設備工事の主な業務フロー

受変電設備内部の配線・結線作業 ケーブル端末処理（T形・Y形端末）

現地調整・試験 復電・最終確認（引渡し）
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受変電設備搬入（搬入後作業開始）

高圧ケーブル敷設



ポエックグループのポートフォリオ

受変電設備

基盤領域

マルコ電機技術がポエックグループに加入することにより、基盤領域が拡大され、安定収益と事業ポートフォリ
オのさらなる強化が期待される。

基盤領域
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ポエックグループの成長の方向性

既存事業の連続的な成長１

営業/マーケティング/生産能力の強化等に
より安定的かつ着実な成長を実現

M&Aによる非連続な成長２

きらりと光る技術を見つけ、育て、活かす
M&A戦略で更なる事業拡大

新規事業への投資・育成３

亜臨界水処理装置の工場新設
（2026年6月稼働）及び受注拡大

創業 2025 2028 将来

売上高
実績

100
億円

売上高
目標

200
億円超
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2026年8月期
グループイン

2024年8月期
グループイン



国策とポエックグループのソリューション

ポエックグループは、現政権が重点投資対象と位置付ける「戦略17分野」と親和性の高い事業領域において、
培ってきた技術を軸に市場の期待を超えるソリューションを提供し、更なる成長を目指します。

New!!
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ポエックグループのM&A戦略

“きらりと光る技術を見つけ、育て、活かす”をM＆Aテーマに掲げ、ポエックグループの経営資源を、持続的
な事業成長につなげていく。
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免責事項

本資料に記載されている内容のうち、過去または現在の事実に関するものを除く将来見通し等は、本資料作成時点において当社が入手
している情報および一定の前提に基づき、当社が合理的であると判断したものです。

これらの将来見通し等には、前提条件の変動、不確実な要素、経済環境・市場環境の変化、その他さまざまな要因が含まれており、実
際の業績、財政状態、事業展開等は、本資料に記載された内容と大きく異なる可能性があります。
また、本資料に記載された将来見通し等は、本資料の日付時点、または本資料中に別途明記された時点における判断に基づくものであ
り、当社は、法令または金融商品取引所規則等により必要とされる場合を除き、これらの情報を更新または修正する義務を負うもので
はありません。

なお、本資料に含まれる当社グループ以外の企業、団体、市場環境等に関する情報は、公開情報その他当社が信頼できると判断した情
報に基づいて作成しておりますが、当社はその正確性、完全性、妥当性等を保証するものではありません。
本資料の利用により生じたいかなる損害についても、当社は一切の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
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